
     各 校 ニ ュ ー ス  
山 形 工 業 高 等 学 校  

創造型工業技術者の育成 

本校では、「科学技術創造立国」「先端技術産

業」を支える人材育成を目指すため、平成 20 年度

入学生から教育内容を一新して大学との接続教育に

も力を入れていくことになり、昨年度の県立産業技

術短期大学校に続き、今年度は東北芸術工科大学と

教育連携協定を締結した。連携事業として、大学教

員による芸術科目「工芸」の特別講義を実施した。 

また、今年度は、「ものづくり活動」が活発に行

われ、工業科の活躍が顕著である。主なものとして、

自動車技術独創アイディアコンテスト全国大会最優

秀賞、マイコンカーラリー県大会 Basic クラス優勝

並びに全国大会ベスト８、全国高校インテリアデザ

イン展入賞、コンクリートカヌー全国大会高校の部

第３位、県高校サーベイコンテスト総合優勝、県高

校デザインコンクール空間デザイン部門入賞を果た

した。また、ものづくりコンテスト県大会には全部

門に出場し４部門において東北大会出場権を獲得し

た。東北大会では、電気工事部門第２位、普通旋盤

部門第３位入賞を果たした。県発明くふう展では発

明協会会長奨励賞・優良賞を受賞するなど好成績を

あげている。今後、専門性の高い国家資格取得への

取り組み等も含め、更なる活躍が期待される。 

本校の教育活動を地域の皆様に理解していただく

と共に地域貢献活動の一環として、地域公開講座が

開催された。各科のテーマにより教員・生徒が製作

指導を行った。参加生徒 60 名の活躍により中学生

を含む一般受講者 153名に大変好評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北芸術工科大学との教育連携協定書調印 

 寒 河 江 工 業 高 等 学 校  

キャリア教育実践とものづくり産業担い手育成事業 

 本校では３年間の県指定研究「キャリア教育総合

実践事業」取組みの３年目を向かえた。昨年度研究

した実施プログラムを今年度はまとめの時期となっ

た。１年次から将来を設計し、「人間力」「社会

力」「ものづくり力」をつけながら学力向上を図り、

『かがやくエンジニア』を目指している。 

 また、今年度から３年間、文部科学省と経済産業

省の共同事業による

「ものづくり産業担い

手育成事業」のも採択

され、地域企業との連

携や地域社会連携活動

を行っている。内容は、

産学官連携による地域

起点の「ものづくり人

材ネットワーク」や技

術者招聘による実践的

授業、企業実習プログ

ラム、小中学生を対象

とした「ものづくり体

験教室 」、 地域企業と

の「共同研究」など、未来の高度技能士や技術者を

育成する事業を行っている。 

 

１ 学校全体の研究テーマ名 

・キャリア教育総合実践の取組み 

・ものづくり産業担い手育成事業への取り組み 

２ 各学科の研究テーマ名 

 

学 科

名  
研 究 テ ー マ  

機械科  技能検定への取組み、さすまた製作  

 電子 

機械科 

技能検定への取組み、ものづくりコン

テストの取組み  

 情報 

技術科 

 ＯＳＰ (Open School Platform) プロジェ

クトの取組み 

 土木科 
 ものづくりコンテストの取組み （橋

梁模型・ＣＡＤ）  



東 根 工 業 高 等 学 校  

地 域 に 根 ざ し て ６ ０ 年  

今年度創立６０周年を迎えるにあたり、校是を

「至誠創造 」、 今年度のスローガンを「真心を込め

てことにあたり、ベストを尽くしてやり遂げる」と

し、ものづくりを通して地域との連携と環境・社会

への貢献をめざし、様々な取り組みをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

研究テーマ 

 

 

 

 

 

新庄神室産業工業高等学校 

学生・夢未来トークの開催 

 11 月 10 日、本校にて「夢未来トーク」が実施

されました。「夢未来トーク」は、県知事が地域住

民と直接対話するというもので、一般の方々を対象

とするものと、大学生・高校生等を対象とするもの

があり、今回は後者のものとして、本校３年生１９

５名が参加しました。 

 知事による県政の説明の後、農業科を含む本校設

置の６学科それぞれの代表者が、下表のテーマで、

これまでの学習の取り組み等について発表を行ない

ました。 

 

 発表は、プレゼン資料の説明だけでなく、知事も

参加しての作品実演もあり、３年生にとっても他の

学科の学習内容がよく理解できる内容となりました。

発表後、知事による感想、生徒との意見交換が行な

われました。知事からは、エネルギー問題、福祉問

題、地域との連携・活性化、全国を連携させるアイ

ディア等について評価をいただきました。発表内容

については、県庁のページに公開されています。

（http://www.pref.yamagata.jp/governor/ichinichi/YO

USU20FY.html ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

校 

ふだん学習している各学科の専門技術を総動

員し、工業高校生らしい“ものづくり“によっ

て社会貢献できることはないか、をテーマにし

て研究活動をしてきました。 

地雷除去機の開発と除去活動をしておられる

社長さんの講演や実演によって、技術者には人

を思いやる心が大切であることを学びました。 

発明工夫展への学校あげての出展活動、本校

独自のマイバック・マイ箸運動、学校祭でのゴ

ミ・ゼロ・エミッション活動、太陽光電化シス

テム製作によるモンゴルへの社会貢献など、全

校生徒・職員が心をひとつにして研究にとりく

んでいます。 

 

 

各 

 

学 

 

科 

 

 

機械システム科 ・製図検定合格率向上へのと

りくみ 

総

合

技

術

科 

自動車専攻 

 

・三級整備士合格率の向上に

向けた取組みの改善 

デザイン 

専攻 

・デザインコンクール・コン

テストへの取組み 

電子システム科 ・国家試験（工事担任者・電

気工事・技能検定）への取

組み 

学科名 発表テーマ 

生物生産科 これからの地域農業のあり

方を考える 

生物環境科 情報ステーションかむろに

取り組んで 

機械システム科 反射鏡による太陽光エネル

ギー利用の研究 

電気システム科 私の夢、制御技術エンジニ

ア 

建設システム科 学校林の間伐材の利用と研

究 

建築デザイン科 全国生徒会  ～生徒会が

でっかくなっちゃった～ 

http://www.pref.yamagata.jp/governor/ichinichi/YOUSU20FY.html
http://www.pref.yamagata.jp/governor/ichinichi/YOUSU20FY.html
http://www.pref.yamagata.jp/governor/ichinichi/YOUSU20FY.html


米 沢 工 業 高 等 学 校 （ 全 ）  

地域を担う新たな取り組み 

本校では、今年度からの新たな取り組みとして、

「新教育課程」の開始、「キャリア教育計画」の

実践、「ものづくり産業担い手育成モデル事業」

の展開、がある。 

新教育課程では、４系１２コースの学習要素を

残しながら、３類９コースの課程に変化したが、

１年時のコース選択もガイダンスや企業見学など

を実施し適切に行われた。 

各種競技会や技能検定に多くの生徒がチャレン

ジしたが、特にメカトロアイデアコンテスト優勝

や、ものづくりコンテスト「電子回路組み立て」

総合優勝、山形県デザインコンクール最優秀賞な

ど県のトップレベルで活躍できた。 

 

 

 

 

 

 

 

「キャリア計画」卒業までに身につけたい三つの力 

 

 

 

 

 

 

         研究テーマ 

 

 

米 沢 工 業 高 等 学 校 （ 定 ）  

「県定通生徒の集い」「生活体験発表会」 

「生徒作品展」で活躍！ 

 １０月８日（水 ）、 ９日（木）の両日、酒田商業

高校の担当で、「酒田市総合文化センター」並びに

「鳥海山荘」を会場にして行われた「第５２回生徒

の集い 」、 「第５３回生活体験発表会 」、 「第５１

回生徒作品展」において、本校生徒が活躍した。具

体的には、「生活体験発表会」で、２年次生の生徒

が優秀賞こそ取れなかったけれども、入賞者の発表

に务らない、聴衆を魅了する立派な発表を行ったこ

とです。また、「生徒作品展」でも、１点だけでし

たが昨年に引き続きの佳作（入賞総数５点中）を受

賞したことです。そしてまた、「生徒の集い」では

正々堂々と建設的意見を述べるなど、集いの成功に

大きく貢献してくれたことであります。 

 なお、来年の「生徒の集い」は当番校が米工とい

うことで、置賜に迎え入れるために準備万端に整え、

成功裡に終わりたいものです。 

 また、本校の文化祭においても、各年次生が工業

技術基礎・実習・課題研究などで製作した作品を展

示して好評をえたことなど、定時制生徒のもてる力

を様々な場面で発揮してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 

校 

 

ものづくりの推進、資格取得・技能検定と

知的財産権学習の推進、環境教育の推進、

専攻科の改善充実、高校と専攻科を連携し

た一貫教育の研究推進。 

各

学

科 

機械系 積極的な各種検定・資格取

得の指導 

電気系 各種コンテスト上位入賞へ

の取り組み 

マテリアル系 教育内容の充実 

建設系 新しい類・コース制へのス

ムーズな移行 



長 井 工 業 高 等 学 校  

  ～ものづくりと技術ボランティアの展開～ 

 

 今年度の「第４回ものづくりコンテスト山形県大

会」では、旋盤、木材加工、測量、電気工事士の４

部門に出場して、「旋盤」「木材加工」の２部門で

優勝することができました。しかし残念ながら、福

島で行われた東北大会では、入賞することができず、

上位大会の壁の厚さを思い知らされました。後期に

入って、様々なものづくりの大会が開催されました

が、１０月に開催された山形県発明くふう展におい

て電子システム科の生徒の作品「だいしゃ」が、

「東根市教育委員会教育長賞」を受賞、１１月のメ

カトロアイディアコンテストでは、機械システム科

のロボット「ハセゴン」が、「ハイテク賞」を受賞、

またマイコンカーラリー山形県大会では、電子シス

テム科の生徒のマシン「Ｘ－１」が２位、「さどま

る６７号」が３位入賞と、輝かしい成績を残すこと

ができました。 

 技術ボランティア活動においても、「出前ものづ

くり教室」や「出前測量」、 「福祉施設での清掃活

動 」、 「自助具の製作 」、 「フラワー長井線祭り」、

生徒会による「おもちゃの病院」等、各科・委員会

において様々な技術ボランティア活動を行いました。

その業績が認められ７月に本校に対して「小さな親

切実行賞」や「長井市まちづくり青尐年育成市民会

議」より表彰を受けました。 

 ところで本校は今年度、「地域産業担い手育成プ

ロジェクト事業」の研究指定校となり、これから３

ヶ年間、地域・企業・自治体と連携し、高度技術・

技能を有した課題解決能力と創造的な発想能力を持

った実践的な人材の育成に取り組んでいくことにな

りました。地域連携は今までも継続的に行っていま

したが、「生徒の企業実習」や「高度熟練技能者を

招聘しての技術講習 」、 「教員の企業研修」等、さ

らに深く進めていきました。特に、この事業を通し

て、「２、３級技能士の育成」に力を入れ、旋盤・

フライス盤、木材加工、配管、シーケンス作業など

の研修を多く行いました。企業との共同研究開発で

は、「二足歩行ロボット」や「デジガモ 」、 「福祉

機器」の開発など、各科それぞれの特徴を活かした

研究開発を企業と行っているところです。 

 

 

鶴 岡 工 業 高 等 学 校  

（ 全 日 制 ）  

～地域とともに～ 

これまでも、色々な場面で地域との関わりを大切

にしてきたが、今年は特に地域と連携した活動が目

立ったように思う。 

大きな話題としては、鶴岡市から製作を依頼され

ていたカラス駆除箱を設置したことがあげられる。

鶴岡のカラス被害は

地域住民にとって深

刻な問題であっただ

けに、本校の取り組

みが地域の役に立っ

たことを嬉しく思っ

ている。                

カラス駆除箱設置の様子  

企業との連携としては、新商品の開発に加えて頂

いており、企業人との関わりから貴重な実践的もの

づくりの学習ができている。また、課題研究やクラ

ブ活動の製作に対して、部品の提供やアドバイスを

頂けることも生徒の励みにもなったようである。 

今年で５回目となる「鶴工ものづくり展示会」で

は、会場面積を例年の２倍に拡大して、より充実し

た内容で「ものづくり体験」の場を設けることがで

きたこと（三川イオン会場 ）、 加えて、学校開放講

座の実施なども通して、小学生とその保護者にもの

づくりの楽しさを伝えることができたと思う。 

今後も、地域の後援に感謝するとともに、地域の

発展に貢献できる工業高校であり続けたい。 

 なお、各種大会の結果としては、マイコンカーラ

リーの２年連続県大会優勝、全国さんフェア大阪ロ

ボット競技大会出場などである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      マイコンカーラリー全国大会の様子  

 

 

 



鶴 岡 工 業 高 等 学 校  

定 時 制  

     定時制における工業教育 

 今年度は１年次 7 名、２年次１２名、３年次 7

名、４年次５名の計３１名でスタートを切った。

３修生が２名、４年次生が５名の計７名が卒業予

定者である。 

 最近の傾向として、新入生の中に理数系が苦手

な生徒や興味の薄い生徒が尐なからずいたことが

あげられる。しかし、不足している基礎的な内容

を補うことで学力も向上し、意欲的な表情に変わ

ることも多く見られた。 

 また、昨今の社会情勢の変化を感じてか、進路

設計、資格取得などに対する関心が強く感じられ

るようになった。仕事の合間を見つけ、夏休み中

に講習会や資格試験に挑戦するなど、自ら考えて

行動する生徒に成長しつつある。 

 総合的な学習では、教科との連携を考慮つつ、

従来からの取り組みを強化し、社会に役立つもの

作りの観点を取り入れた内容とした。具体的な活

動例としては、機械工作と情報系の学習を融合し、

誰でも使いやすい電子機器を目指し学習リモコン

の製作などに取り組んだ。教科の学習時間が限ら

れる中、従来不足しがちだったマシニング・セン

タの学習や、マイクロ・コンピュータを応用した

製作などは、生徒にとっても新鮮で、挑戦しがい

のあるものであったようだ。また、報告会や研究

発表会への参加を通して、プレゼンテーション能

力の向上も図られ、今後に繋がる成果が多く得ら

れた。 

 学力差が著しく、困難な状況の中で目標を見失

いがちな生徒が見られるものの、個々の状況に合

わせたちょっと高めの目標設定をしてやることで

動き出す生徒が多い。個人的に話をすれば、置か

れている状況が厳しい分だけ、実は意欲が高いこ

とが伝わってくる。１つの教科、１時間の授業だ

けでは個別対応に限界があり、生徒を変えること

は難しいものの、カリキュラムの全体構成の見直

し、生徒が興味を抱きやすい実習と座学の融合な

ど、できることから改善し今後に繋げて行きたい。 

 

 

 

 

酒 田 工 業 高 等 学 校  

地域に根ざした学校として 

平成２４年度開校予定の酒田新高校（仮称）に向

けて、平成２１年度入試より現在の５科から「機械

科」「電子機械科」「環境技術科」「エネルギー技

術科」の４科での募集になります。今までにも増し

て、「人づくりが出来るものづくり」を目指して新

学科の指導体制を築いていかなければなりません。 

ＴＶ等で「技能５輪」への取り組みが取り上げら

れます。本校ＯＢも自動車板金で銀賞になるなど活

躍しており、今年も技能５輪候補としての就職内定

者を輩出しました。このような活躍はほんの一例で

すが、やはり高校時代にいかに時代に対応できる学

び方を身につけ、将来をきちんと見据える力を養え

たかがバックボーンに成っているはずです。未曾有

の経済危機が高校生の雇用情勢にも影を落とし始め

る中、地域に根ざした学校として「ものづくりをと

おした人づくり」を実践してきた工業高校が力を発

揮する時が訪れたように思います。 

技能士普通旋盤職種２級取得など例年にもまして

成果を上げることの出来た各種資格取得、高校生も

のづくりコンテスト「測量部門」での東北大会優

勝・全国大会４位、全国高校ＩＴ・簿記選手権優秀

賞、山形県発明くふう展山形県知事賞、実用新案３

件の申請、そして地域の要請に応えた各種ものづく

り教室や講演・出前授業の開催等書ききれない程の

成果を上げることの出来た１年であったと思います。 

各科の研究テーマ 

機械技術科 

各種技能検定合格へ向けた指導体制の確立メカト

ロアイデアコンテストへの取り組み 

電子機械科 

各種資格・検定試験の指導マニュアルの作成 

情報システム科 

実習および課題研究をとおして知識・技術の定着 

を目指す研究と実践 

土木システム科 

ものづくりコンテスト（測量部門）の全国大会出

場への取り組み 

環境エネルギー科 

リサイクルと新エネルギーの研究、及び地域小学

校への出前授業の実践 

 

 



   蔵 王 高 等 学 校  

       ステージアップ蔵王 

       ～発信から発進へ～ 

今年度は、「あいさつ運動」及び「県一運動」の

二つを柱に据え、活動してきた。「あいさつ運動」

としては、東北一あいさつの立派な高校を目指し、

生徒会の運動を促し実践している。また、「県一運

動」では、教員一人一人が自分の目標を明記し、そ

れぞれが山形県一を目指して取り組んでいる。 

自動車工学科としては、「ものつくりコンテスト

自動車整備部門」に出場し、第二位入賞を果たした。

また、全学年が校外研修として、各企業・団体を訪

問した。 

情報機械科としては、「ものつくりコンテスト電

子回路組み立て部門」に出場した。「メカトロアイ

デアコンテスト」ではベスト８と健闘した。蔵王地

区祭りに「コンピュータを利用した刺繍」で参加し、

地域に貢献している。 

自動車工学科・情報機械科合同で休日に課題研究

発表会を行った。保護者や地域の方、報道関係にも

連絡をして大成功に終わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 形 電 波 工 業 高 等 学 校  

国 際 大 会 初 挑 戦  

 平成２０年３月１９日（水 ）、 明治大学生田キャ

ンパスを会場に、精密工学会主催第２回国際マイク

ロメカニズムコンテスト（第 19 回マイクロメカニ

ズム「小さなロボットのコンテスト 」） が開催され

た。本コンテストは障害物走破マイクロ・相撲マイ

クロ・作業マイクロ・自慢のマイクロの４部門ある

が、本校は相撲部門に初挑戦した。参加総数は台

湾・ハワイからも含め４部門で約２００台であった。 

相撲部門の仕様は有線部門と無線部門とで異なり、

製作した無線ロボットの仕様を紹介する。 

サイズ：縦29.8mm，横19.8mm，高さ19.5mm 

重量： 43.1g  

特徴：２輪駆動型。 

ウォームギヤを使用 

している。 

モータドライブ :  

市販おもちゃの改造 

 

大会結果（参加台数 有線４８，無線３６） 

相撲マイクロメカニズム有線部門「天の童MM」  

 １回戦 ０－２  Ming-Hung Hongさん 

S1 National KaohsingUniversity    

of Applied Science  

相撲マイクロメカニズム無線部門「天の童 MMR 」  

１回戦 ２－１ Riley Ceria さん 

Corkbot Hawaii Communityu College  

２回戦 ０－２ 何 名軒さん 

TAIWAN Ming Hsin University of 

 Science & Tecnology  

本校では来年度以降も高校生マイクロロボコン同

様、マイクロ / ナノシステムへの挑戦として継続研

究テーマとして授業展開を検討している。 

 

 

 



羽 黒 高 等 学 校  

専門科課題研究発表会 

専門科３科の３年生が１月２６日、２９日の両日

１年間取り組んだ課題研究の成果を２年生及び教員

に校内発表を行った。 

総合情報学科ザインコース 

研究テーマは、「壁画制作」「写真パネルの製

作」「楽しさをデザインする」「学校の分かりやす

い案内」で、いずれも表現することや他者に伝える

事の大切さや問題点について、デザインを通して深

く考えたり、解決したりする事を目的としている。

デザインは多岐にわたり柔軟で効果的な表現手段、

問題解決のために重要である。これからも生徒の柔

軟なアイデアを活かし、

他者との関わり合いの中

で、「思いやりのあるデ

ザイン」ができるよう、

頑張りたいと決意を新た

にした。 

 

機械システム学科 

研究テーマは「メカト

ロアイディアロボット製

作」「普通旋盤技能検定

資格取得」「鋳造の研

究」「フライスによる３

次元加工」「ラジコンカ

ーの製作」で、研究心に

溢れ後輩を意識しつつ自

分達の頑張りをスクリー

ンに込めた会であった。今年初めて保護者から参加

して頂きたことは会に弾みが付き今後の発展に繋が

った。 

自動車システム学科 

 研究テーマは「マイコンカーラリー製作」「ユー

ザー車検」「カーエレクトロニクス」「トライアル

バイク」で、今年で３年目の開催となりパワーポイ

ントを使用し、写真、映

像を盛り込んだ発表とな

った。２年生には来年度

に向けた意識付けも図り

意欲を持たせることが出

来た。 

 

 


